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●
は
じ
め
に

　
イ
ラ
ン
の
高
名
な
新
聞
「
ケ
イ
ハ
ー

ン
」
紙
は
虚
偽
の
記
事
を
掲
載
し
て
侮

辱
・
中
傷
を
行
っ
た
と
訴
え
ら
れ
、
イ

ラ
ン
暦
一
三
八
八
年
エ
ス
フ
ァ
ン
ド
月

二
日
／
西
暦
二
〇
一
〇
年
二
月
、
テ
ヘ

ラ
ン
州
刑
事
裁
判
所
第
七
六
支
所
で
そ

の
第
一
回
公
判
が
開
か
れ
た
。
告
訴
し

た
の
は
、シ
ー
リ
ー
ン
・
エ
バ
ー
デ
ィ
ー

（
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
）、
エ
ス

フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ラ
ヒ
ー
ム
・
マ

シ
ャ
ー
イ
ー
（
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー

ド
大
統
領
の
元
側
近
）、
シ
ャ
ー

デ
ィ
ー
・
サ
ド
ル
（
ワ
レ
サ
賞
を
受
賞

し
た
人
権
派
弁
護
士
）、
エ
マ
ー
ド
ッ

デ
ィ
ー
ン
・
バ
ー
キ
ー
（
新
聞
記
者
・

政
治
活
動
家
）、
セ
イ
エ
ド
・
モ
ル
テ

ザ
ー
・
ハ
ー
シ
ェ
ミ
ー
、
と
い
っ
た
国

際
的
に
も
有
名
な
活
動
家
た
ち
で
、
被

告
ホ
セ
イ
ン
・
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー

リ
ー
（
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
編
集
長
）
が
法

廷
に
召
喚
さ
れ
た
。

　
こ
の
公
判
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
わ
か
る
限
り
の
情
報
を
見
て
い

る
と
、
つ
ぎ
の
二
点
に
お
い
て
興
味
深

い
。
第
一
に
、
最
高
指
導
者
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
師
へ
の
忠
誠
心
篤
い
ケ
イ
ハ
ー
ン

紙
の
編
集
長
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で

改
革
を
目
指
し
て
き
た
大
物
弁
護
士
・

活
動
家
が
法
廷
の
場
で
対
峙
し
て
い
る

た
め
、
イ
ラ
ン
国
内
に
あ
る
と
さ
れ
る

《
保
守
派
》
と
《
改
革
派
》
双
方
の
見

解
の
相
違
や
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
特
徴
が

明
瞭
に
わ
か
る
。
そ
の
対
立
が
こ
こ
ま

で
立
場
を
鮮
明
に
し
た
攻
防
と
い
う
形

で
発
現
す
る
例
は
稀
で
す
ら
あ
ろ
う
。

第
二
の
注
目
点
は
、
司
法
が
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
裁
く
際
の
独
特
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
イ
ラ
ン
の
基
本
法
で
謳
わ
れ

て
い
る
「
言
論
の
自
由
」
や
出
版
法
の

条
文
が
、
イ
ラ
ン
の
国
外
か
ら
は
想
像

し
に
く
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
論
及
さ
れ

て
い
る
。

　
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
は
イ
ラ
ン
暦
一
三
二

一
年
／
西
暦
一
九
四
三
年
に
創
刊
さ
れ

た
イ
ラ
ン
の
な
か
で
は
最
も
古
く
、
最

も
読
ま
れ
て
き
た
新
聞
の
ひ
と
つ
だ
。

一
九
七
八
～
七
九
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス

ラ
ー
ム
革
命
過
程
で
は
、
抗
議
す
る
民

衆
を
擁
護
す
る
論
陣
を
は
り
、
イ
ス

ラ
ー
ム
共
和
政
権
の
成
立
後
、
左
翼
の

放
逐
や
新
聞
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
な
ど
政

府
の
《
指
導
》
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

て
、
編
集
長
も
し
ば
し
ば
交
代
し
た
。

現
在
の
編
集
長
ホ
セ
イ
ン
・
シ
ャ
リ
ー

ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー
は
、
一
九
九
二
年
か

ら
そ
の
任
に
あ
り
、
ま
た
最
高
指
導
者

ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
の
代
弁
者
と
も
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
国
王
の
政

府
に
対
す
る
バ
ー
ザ
ー
ル
の
抗
議
の
声

を
反
映
し
て
い
た
新
聞
だ
が
、
現
在
で

は
最
高
指
導
者
の
事
実
上
の
機
関
紙
だ

と
い
わ
れ
る
ま
で
に
政
治
色
の
強
い

（
偏
向
し
た
）
紙
面
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

●
出
版
裁
判
員
制
度

　
公
判
の
説
明
に
入
る
前
に
、
イ
ラ
ン

に
お
け
る
新
聞
を
裁
く
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
説
明
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ

う
。
イ
ラ
ン
の
出
版
法
第
三
六
条
に
よ

り
、
出
版
物
に
関
す
る
裁
判
は
、
専
門

の
司
法
官
で
は
な
く
責
任
あ
る
国
民
か

ら
選
ば
れ
た
「
出
版
裁
判
員H

ey'ât-e 
M

onşefe

」
が
裁
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
出
版
裁
判
員
法
は
イ
ラ
ン
暦

一
三
八
二
年
／
西
暦
二
〇
〇
三
年
に
改

正
さ
れ
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
場
合
は
五
〇
〇

名
で
裁
く
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に

は
そ
の
公
判
が
開
け
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
一
三
八
七
年
モ
ル
ダ
ー

ド
月
二
〇
日
／
二
〇
〇
八
年
八
月
に
議

会
で
改
正
出
版
裁
判
員
法
を
破
棄
す
る

法
案
を
可
決
し
た
。
以
来
、
一
三
七
九

年
の
出
版
裁
判
員
法
に
従
っ
て
裁
判
員

中
傷
か
真
実
の
暴
露
か
―
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
を

め
ぐ
る
出
版
裁
判
に
つ
い
て

山
岸
智
子

― 特 集 ―
イランの民主化は

可能か

ケイハーン紙1面（本文内容とは関係ありません）
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二
一
名
の
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
公
判
の
裁
判
員

は
、
一
三
八
八
年
メ
ヘ
ル
月
一
一
日
／

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
日
に
、
文
化
イ

ス
ラ
ー
ム
指
導
相
、
イ
ラ
ン
市
議
会
議

長
、
イ
ス
ラ
ー
ム
広
報
機
関
長
、
全
国

金
曜
礼
拝
導
師
政
策
協
議
会
議
長
、
全

国
検
事
副
総
長
が
協
議
し
て
任
命
し
た

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
そ
の
前
年
に
指
名

さ
れ
た
者
の
う
ち
一
〇
名
が
退
き
、
新

た
に
一
〇
名
を
加
え
て
構
成
さ
れ
た
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
員
の
名
前
、

職
業
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
公
表
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
を
見
る
と
、
医
者
、

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
、新
聞
記
者
、バ
ー

ザ
ー
ル
商
人
、
民
兵
、
殉
教
者
家
族
、

出
版
者
、
兵
員
、
大
学
教
授
、
映
画
製

作
者
、
高
等
裁
判
所
検
事
補
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
、
労
働
者
代
表
、
法
律
家
代
表
、

記
者
代
表
、
大
学
教
授
代
表
、
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
名
前
や
称
号
か
ら
、ホ
ッ

ジ
ャ
ト
゠
ル
゠
イ
ス
ラ
ー
ム
の
地
位
に

あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
が
二
名
、
女

性
三
名
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
稿
の
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
、
イ
ラ

ン
で
は
出
版
に
つ
い
て
の
公
判
は
裁
判

員
制
度
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
裁
判
員

の
職
業
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、
名

前
も
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
公
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
裁
判
員

の
選
定
に
は
、
少
な
か
ら
ず
恣
意
的
な

要
素
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、

手
放
し
で
民
主
的
と
ま
で
は
言
え
な
い

が
、
透
明
性
の
極
め
て
高
い
状
態
で
公

判
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

●
第
一
回
公
判

　
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
編
集
長
シ
ャ
リ
ー
ア

ト
マ
ダ
ー
リ
ー
は
、
バ
ー
キ
ー
、
サ
ド

ル
、
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
、
マ
シ
ャ
ー
イ
ー

の
四
人
の
告
訴
を
一
括
し
た
公
判
に
か

け
ら
れ
た
。
原
告
の
四
人
は
、
お
の
お

の
異
な
る
日
付
の
異
な
る
記
事
に
つ
い

て
、
虚
偽
報
道
・
名
誉
棄
損
な
ど
で
訴

訟
を
起
こ
し
て
い
た
。
裁
判
長
は
ス
ィ

ヤ
ー
マ
ク
・
モ
デ
ィ
ー
レ
゠
ホ
ラ
ー

サ
ー
ニ
ー
で
あ
っ
た
。

　
原
告
の
一
人
で
あ
る
シ
ャ
ー

デ
ィ
ー
・
サ
ド
ル
が
、
彼
女
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
告
訴
状
を
公
開
し
て
い
る
の

で
訳
出
し
よ
う
。

　「
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
は
、
一
三
八
六
年

オ
ル
デ
ィ
ー
ベ
ヘ
シ
ュ
ト
月
五
日
（
水

曜
日
）
の
号
に
お
い
て
、こ
れ
か
ら
〔
証

拠
と
し
て
法
廷
に
〕
提
出
す
る
「
一
妻

多
夫
論
支
持
者
を
自
ら
暴
露
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
記
事
で
、
私
に
〔
一
妻
多

夫
の
支
持
を
〕
関
連
さ
せ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
つ
ぎ
の
理
由
で
、
明
白
な
る
誹

謗
、
中
傷
、
諷
刺
そ
し
て
虚
偽
の
公
表

に
あ
た
る
。

理
由
一
：
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
は
「
シ
ャ
ー

デ
ィ
ー
・
サ
ド
ル
は
、
小
娘
や
チ
ン
ピ

ラ
が
街
頭
で
口
に
す
る
よ
う
な
野
次

〔
た
わ
ご
と
〕
の
支
持
者
で
、月
刊
『
ザ

ナ
ー
ン
』
誌
上
で
《
一
妻
多
夫
》
を
支

持
し
て
い
る
」
と
の
文
章
を
ふ
く
む
記

事
を
載
せ
、
明
ら
か
に
《
一
妻
多
夫
》

の
支
持
者
と
し
て
私
に
言
及
し
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
虚
偽
の
主
張
を
す
る

論
拠
や
証
拠
を
一
切
あ
げ
て
い
な
い
。

そ
し
て
こ
う
し
た
手
法
で
、
人
々
の
頭

に
真
偽
を
混
ぜ
込
ん
で
吹
き
込
も
う
と

し
、
特
に
社
会
の
伝
統
の
根
幹
に
悲
観

主
義
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
文
章
は
、
公
衆
の
考
え
を
動
揺
さ

せ
る
意
図
で
の
虚
偽
報
道
で
あ
る
。
ま

た
、私
た
ち
の
社
会
で
は
一
妻
多
夫
は
、

不
名
誉
で
、
侮
辱
的
で
、
好
ま
し
く
な

い
行
為
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個

人
が
そ
れ
を
広
め
て
い
る
と
す
る
文
書

は
、
名
誉
棄
損
に
あ
た
る
。
当
該
記
事

の
別
の
箇
所
で
は
、《
小
娘
と
チ
ン
ピ

ラ
が
街
頭
で
口
に
す
る
野
次
》
と
わ
た

し
を
関
連
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま

た
無
意
味
で
、誹
謗
を
含
み
、諷
刺
〔
の

罪
〕hajv

に
あ
た
る
。

理
由
二
：
そ
の
記
事
の
別
の
と
こ
ろ
で
、

ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
は
私
を
「
女
性
運
動
の

な
か
で
ビ
ロ
ー
ド
革
命
を
仕
掛
け
る
た

め
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ス
パ
イ
」
と
よ
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
主
張
に

つ
い
て
、
ま
た
も
や
、
そ
れ
を
証
明
す

る
た
め
の
証
拠
も
文
書
も
前
も
っ
て

ま
っ
た
く
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
（
そ
ん

な
も
の
は
な
い
か
ら
提
出
の
し
よ
う
が

な
い
の
だ
ろ
う
が
）、《
ビ
ロ
ー
ド
革
命

の
仕
掛
け
人
》
と
し
て
私
を
国
家
安
全

に
反
す
る
罪
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
関

連
さ
せ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
中
傷

に
あ
た
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
ホ
セ
イ
ン
・
シ
ャ

リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー
氏
に
抗
議
し
、

イ
ス
ラ
ー
ム
刑
法
六
九
七
条
、
六
九
八

条
、
七
〇
〇
条
お
よ
び
六
〇
八
条
、
そ

し
て
出
版
法
三
〇
条
に
照
ら
し
て
、
告

訴
い
た
し
ま
す
。」（〔
　
〕内
本
稿
著
者
）

　
こ
の
訴
え
に
対
し
て
、
シ
ャ
リ
ー
ア

ト
マ
ダ
ー
リ
ー
氏
は
法
廷
で
自
ら
弁
明

を
行
い
、
彼
の
弁
明
文
の
全
文
も
ま
た
、

ネ
ッ
ト
上
の
複
数
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ

れ
て
い
る
。
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー

リ
ー
は
『
ザ
ナ
ー
ン
（
女
性
た
ち
）』
誌

一
四
一
号
に
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
・
サ
ド
ル

が
寄
稿
し
た
文
章
の
一
部
を
引
用
す

る
。「
…
…
男
性
は
複
数
の
妻
を
持
つ
権

利
を
享
受
で
き
、
婚
外
の
性
交
渉
を

持
っ
た
と
疑
わ
れ
た
男
性
は
、
文
化
的

に
法
の
秩
序
〔
裁
き
〕
の
御
前
に
引
き

出
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
彼
は
重
罪
の

被
告
人
団
の
な
か
に
お
い
て
、
彼
が
権

利
を
有
す
る
婚
外
性
交
を
法
に
則
っ
て

〔
一
時
婚
の
形
式
を
と
ら
ず
に
〕
行
わ
な

か
っ
た
だ
け
の
こ
と
だ
と
い
う
小
さ
な

過
ち
を
、
個
人
的
に
問
わ
れ
る
だ
け
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
一
時
婚
訴
訟
と
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い
う
形
式
に
よ
っ
て
、
彼
は
〔
不
貞
の

罪
に
対
す
る
重
い
〕
罰
を
逃
れ
る
可
能

性
が
あ
る
の
だ
。
し
か
し
同
じ
疑
い
で

法
廷
に
引
き
出
さ
れ
た
女
性
で
あ
れ

ば
、
社
会
で
支
配
的
な
文
化
か
ら
し
て
、

〔
女
性
の
不
貞
は
〕
も
っ
と
も
重
い
罪
を

構
成
す
る
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば〔
女

性
は
〕
複
数
の
夫
を
持
つ
権
利
を
享
受

し
て
い
な
い
か
ら
で
、
彼
女
の
肉
体
と

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
明
白
に
一
人
の
男
性
の
意
思
の
も
と

に
あ
る
。
…
…
」
こ
こ
か
ら
被
告
は
、

シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
・
サ
ド
ル
が
イ
ス
ラ
ー

ム
法
に
批
判
的
で
あ
る
と
非
難
し
、
そ

し
て
彼
女
が
不
満
げ
に
女
性
に
複
婚
の

権
利
は
な
い
と
書
い
た
こ
と
を
ひ
き
あ

い
に
、《
一
妻
多
夫
を
支
持
》
の
記
事
は

虚
偽
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
い
わ
ば

サ
ド
ル
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
、
逆
ね
じ
を

喰
ら
わ
す
論
理
で
釈
明
を
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー

は
、
サ
ド
ル
が
、
彼
女
の
統
括
す
る

R
A
H
I
と
い
う
非
政
府
組
織
は
設
立

資
金
を
オ
ラ
ン
ダ
の
財
団
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
、
と
イ
ラ
ン
暦
一
三
八
六
年
オ

ル
デ
ィ
ー
ベ
ヘ
シ
ュ
ト
月
一
〇
日
／
西

暦
二
〇
〇
八
年
四
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ザ

マ
ー
ネ
・
ラ
ジ
オ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
た
こ
と
に
言
及
し
、「
嘘
つ
き
は

忘
れ
っ
ぽ
い
」
と
い
う
諺
を
紹
介
し
な

が
ら
サ
ド
ル
女
史
は
こ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
と

問
う
。
そ
し
て
、
サ
ド
ル
が
活
動
資
金

に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
の
財
団
に
だ
け
言

及
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
や
シ
オ
ニ
ス

ト
の
機
関
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
と
口
に

す
る
の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
、と
た
た
み
か
け
る
。シ
ャ
リ
ー

ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

サ
ド
ル
が
ス
パ
イ
で
あ
る
と
い
う
確
信

を
述
べ
る
。

　「
な
ぜ
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
が
こ
れ
を
報

じ
た
か
、
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
・
サ
ド
ル
女

史
に
お
知
ら
せ
し
よ
う
。
あ
な
た
と
あ

な
た
の
友
人
た
ち
は
、
こ
の
国
の
い
た

い
け
な
乙
女
た
ち
の
関
心
を
惹
い
て
あ

ち
ら
側
に
行
く
よ
う
に
そ
そ
の
か
す

時
、
ご
自
身
が
外
国
の
使
い
っ
ぱ
し
り

の
何
番
目
か
で
あ
る
と
の
本
質
を
決
し

て
明
ら
か
に
は
し
な
い
。
そ
し
て
自
分

で
も
信
を
置
い
て
い
な
い
舌
先
三
寸
、

大
言
壮
語
を
は
い
て
、
娘
た
ち
を
騙
す

た
め
に
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
は
、
あ
な
た
の
本
当
の

財
源
と
あ
な
た
の
組
織
に
財
政
的
補
償

を
与
え
て
い
る
者
た
ち
を
、
賢
い
こ
の

国
の
貞
節
な
娘
た
ち
の
た
め
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
義
務
で
あ
る
と
考
え
た

し
、
今
も
考
え
て
い
る
。」

　
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー
が
、
い

た
い
け
な
乙
女
た
ち
を
騙
す
行
為
と
し

て
言
及
し
て
い
る
の
は
、「
差
別
的
な

法
の
改
正
を
求
め
る
一
〇
〇
万
人
署
名

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
二

〇
〇
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
求
め
る
市
民
運
動
で
サ
ド
ル
も

そ
の
推
進
者
の
一
人
で
あ
り
国
際
的
関

心
も
高
い
が
、
被
告
は
こ
の
運
動
を
つ

ぎ
の
よ
う
な
表
現
で
貶
め
る
。

　「
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
お
そ
ら

く
反
革
命
の
メ
デ
ィ
ア
や
外
国
の
ラ
ジ

オ
局
に
よ
る
広
範
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で

あ
ろ
う
が
、
た
い
そ
う
な
名
前
に
反
し

て
、
指
で
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
数
の
賛

同
人
の
署
名
し
か
集
め
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
の
〔
署
名
し
た
〕
女
た
ち
だ
っ

て
幾
人
か
は
、
裁
判
所
が
許
可
を
く
だ

さ
る
な
ら
ば
、
C
I
A
の
〔
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
〕
前
歴
が
あ
る
こ
と
を
文
書
で

示
せ
る
だ
ろ
う
。
識
字
能
力
が
な
く
特

別
な
人
格
に
よ
る
絶
望
〔
性
格
破
綻
〕

が
そ
う
し
た
女
た
ち
の
共
通
点
で
あ

る
。
勿
論
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
関
係
者

た
ち
は
、
大
山
鳴
動
し
て
ネ
ズ
ミ
一
匹

だ
と
理
解
し
た
後
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
降
ろ
し
て
お
り
、
恥

辱
の
あ
ま
り
流
し
た
冷
汗
を
額
か
ら
ぬ

ぐ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
冷
汗
を
流
す
だ

け
の
恥
の
感
覚
も
欠
如
し
て
い
る
の

か
、
私
に
も
わ
か
ら
な
い
。」

　
第
一
回
公
判
は
、
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
・

サ
ド
ル
と
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
聘
し
た

人
物
が
C
I
A
の
ス
パ
イ
だ
と
い
う
記

事
を
書
か
れ
て
告
訴
し
た
エ
マ
ー
ド
ッ

デ
ィ
ー
ン
・
バ
ー
キ
ー
の
告
訴
状
に
対

す
る
弁
明
で
時
間
切
れ
と
な
り
、
シ
ー

リ
ー
ン
・
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
る
告
訴

へ
の
弁
明
は
次
回
公
判
に
ま
わ
さ
れ
た
。

●
第
二
回
公
判

　
第
一
回
公
判
か
ら
ほ
ぼ
二
カ
月
後
の

一
三
八
九
年
フ
ァ
ル
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ー
ン

月
二
九
日
／
西
暦
四
月
一
八
日
、
シ
ー

リ
ー
ン
・
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
を
原
告
と
す

る
第
二
回
公
判
が
開
か
れ
た
。
エ
バ
ー

デ
ィ
ー
当
人
は
法
廷
に
出
廷
せ
ず
、
代

理
人
が
告
訴
理
由
を
読
み
上
げ
た
。
エ

バ
ー
デ
ィ
ー
側
は
、
イ
ラ
ン
暦
一
三
八

七
年
シ
ャ
フ
リ
ー
ヴ
ァ
ル
月
二
日
／
西

暦
二
〇
〇
八
年
七
月
二
四
日
の
紙
面
に

掲
載
さ
れ
た
「
ゴ
ロ
ツ
キ
と
狼
藉
者
と

は
誰
の
こ
と
？
」と
い
う
、フ
ァ
ズ
リ
ー

ザ
ー
デ
と
署
名
の
入
っ
た
記
事
が
ま
っ

た
く
の
偽
り
で
あ
り
、「
シ
ー
ア
派
で

あ
り
な
が
ら
バ
ハ
ー
イ
ー
の
弁
護
」
と

い
う
記
事
で
あ
た
か
も
エ
バ
ー
デ
ィ
ー

が
バ
ハ
ー
イ
ー
の
信
条
を
弁
護
し
た
か

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
こ
と
も
偽
り

で
、
中
傷
に
あ
た
る
、
と
ケ
イ
ハ
ー
ン

を
訴
え
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ

ダ
ー
リ
ー
は
長
広
舌
を
ふ
る
っ
て
弁
明

し
た
た
め
公
判
は
五
時
間
に
も
わ
た
っ

た
。
そ
の
弁
明
文
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

エ
バ
ー
デ
ィ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

は
、
ア
メ
リ
カ
と
シ
オ
ニ
ス
ト
の
意
図

の
反
映
、
と
い
う
ケ
イ
ハ
ー
ン
紙
得
意
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の
《
陰
謀
の
暴
露
》
が
弁
明
の
中
心
で

あ
る
と
わ
か
る
。

　
彼
は
ま
ず
、
出
版
法
第
六
条
の
「
公

衆
の
覚
醒
を
増
し
、
公
益
を
護
る
た
め

に
、
国
の
内
外
の
情
報
を
入
手
し
報
道

す
る
こ
と
は
、
出
版
の
法
的
権
利
で
あ

る
」
と
い
う
条
文
に
ふ
れ
、
こ
れ
を
妨

害
す
る
者
は
禁
固
六
カ
月
か
ら
二
年
の

処
罰
の
対
象
と
な
る
、
と
い
う
規
定
に

も
言
及
す
る
。
そ
し
て
エ
バ
ー
デ
ィ
ー

の
本
質
を
暴
露
す
る
ケ
イ
ハ
ー
ン
の
記

事
は
「
公
衆
の
覚
醒
を
増
し
、
公
益
を

護
る
」
報
道
に
他
な
ら
な
い
と
の
自
負

を
言
明
す
る
。
ケ
イ
ハ
ー
ン
の
視
点
か

ら
す
る
と
、
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
は
「
転
覆

し
た
国
王
に
命
を
さ
さ
げ
て
い
た
。
パ

フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
の
血
塗
ら
れ
た
体
制
の

殺
戮
者
の
手
に
よ
る
祖
国
の
人
民
虐
殺

を
、
ゴ
ロ
ツ
キ
と
狼
藉
者
へ
の
対
抗
措

置
と
考
え
て
い
た
」と
さ
れ
る
。
彼
は
、

国
王
時
代
に
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
が
メ
ヘ

ナ
ー
ズ
・
ア
フ
ハ
ミ
ー
と
い
う
、
現
在

で
は
国
外
に
逃
れ
た
王
党
派
の
人
物
の

も
と
で
働
い
て
い
た
と
述
べ
、
彼
女
が

国
王
に
対
し
て「
遺
体
洗
浄
人
が
彼（
の

遺
体
）
を
連
れ
去
れ
ば
い
い
」
と
言
っ

た
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
遺
体

洗
浄
人
が
ブ
ッ
シ
ュ
や
シ
モ
ン
・
ペ
レ

ス
や
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
（
の
遺
体
を
）
連
れ

去
れ
ば
い
い
」
と
言
う
だ
け
の
勇
気
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
か
、
と
問
う
。

　
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
に
つ
い
て
、
曰
く
、
本
来
は
ロ
ー

マ
法
王
が
第
一
の
平
和
賞
受
賞
候
補
者

で
あ
っ
た
が
、
同
性
愛
に
否
定
的
で
あ

る
こ
と
を
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
選
考
委
員
会

は
難
と
し
て
い
た
、エ
バ
ー
デ
ィ
ー
は
、

同
性
愛
は
遺
伝
子
の
作
用
に
よ
る
と
の

見
解
を
披
露
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
点

で
好
都
合
で
あ
っ
た
、
と
の
こ
と
。
ま

た
「
イ
ラ
ン
に
お
け
る
民
主
政
の
難
し

い
点
は
、
こ
の
国
で
は
ま
だ
神
が
死
ん

で
い
な
い
こ
と
だ
」
と
エ
バ
ー
デ
ィ
ー

が
発
言
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
彼

女
が
イ
ス
ラ
ー
ム
を
堅
持
し
て
外
国
や

他
宗
教
に
対
し
て
屈
強
に
抵
抗
す
る
姿

勢

│
│

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の

真
髄

│
│

に
欠
け
る
こ
と
を
示
唆
す

る
。
そ
し
て
、
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
の
よ
う

な
人
物
を
イ
ラ
ン
女
性
の
模
範
に
据
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
イ
ラ
ン
を
内
側

か
ら
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

の
ア
メ
リ
カ
と
シ
オ
ニ
ス
ト
の
意
図
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
に
反
映
さ
れ
た
、
と

い
う
自
説
を
法
廷
で
展
開
し
た
。

　
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
は
、
バ
ハ
ー
イ
ー
教

徒
の
人
権
を
弁
護
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
バ
ハ
ー
イ
ー
の
信
条
（
イ
ラ
ン
で
は

バ
ハ
ー
イ
ー
は
宗
教
と
認
め
ら
れ
な

い
）を
擁
護
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、

と
主
張
し
て
い
る
が
、
シ
ャ
リ
ー
ア
ト

マ
ダ
ー
リ
ー
は
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ナ

ダ
在
住
の
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
の
娘
が
バ

ハ
ー
イ
ー
に
改
宗
し
た
と
い
う
噂
に
も

巧
妙
に
ふ
れ
、
シ
ー
ア
派
信
徒
で
あ
り

な
が
ら
ど
う
し
て
反
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗

派
の
者
の
権
利
を
弁
護
で
き
る
の
か
、

と
い
う
。
そ
し
て
現
在
バ
ハ
ー
イ
ー
の

本
部
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ハ
イ
フ
ァ
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
バ
ハ
ー
イ
ー
教
徒
も
ま

た
シ
オ
ニ
ス
ト
の
手
先
で
あ
る
と
類
推

す
る
。シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー
は
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
委
員
会
が
「
イ
ラ
ン

と
イ
ラ
ン
国
民
が
ア
メ
リ
カ
と
シ
オ
ニ

ズ
ム
体
制
の
理
不
尽
な
要
求
に
対
し
て

不
屈
の
抵
抗
を
し
て
い
る
こ
と
に
復
讐

す
る
」
た
め
に
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
を
受
賞

者
に
選
ん
だ
と
の
論
旨
を
再
度
強
調

し
、
裁
判
長
・
裁
判
員
の
清
聴
へ
の
謝

辞
で
弁
明
を
終
え
た
。
エ
バ
ー
デ
ィ
ー

の
代
理
人
の
一
人
の
ナ
ス
リ
ー
ン
・
ソ

ト
ゥ
ー
デ
は
、
被
告
が
求
め
ら
れ
た
証

拠
を
提
出
せ
ず
、
さ
ら
な
る
根
拠
の
な

い
中
傷
を
法
廷
で
述
べ
て
い
る
と
抗
議

し
て
法
廷
か
ら
退
席
し
た
。

　
オ
ル
デ
ィ
ー
ベ
ヘ
シ
ュ
ト
月
二
〇
日

／
五
月
一
〇
日
、
第
三
回
公
判
で
出
版

裁
判
員
は
一
一
の
罪
状
に
つ
い
て
ケ
イ

ハ
ー
ン
紙
は
無
罪
で
あ
る
と
の
審
判
を

下
し
、
こ
の
裁
判
は
結
審
し
た
。

　
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー
の
言
説

は
、
同
性
愛
、
一
夫
多
妻
、
と
い
っ
た

イ
ラ
ン
で
眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
る
（
そ
し

て
イ
ス
ラ
ー
ム
的
に
不
法
と
さ
れ
る
）

性
的
な
事
柄
、
ゴ
ロ
ツ
キ
や
チ
ン
ピ
ラ

な
ど
ア
ウ
ト
ロ
ー
を
侮
蔑
的
に
示
す
刺

激
的
な
単
語
を
散
り
ば
め
て
関
心
を
ひ

き
、「
わ
が
国ín m

arz-o-búm

」
の
語

を
繰
り
返
し
、
異
国
人
た
ちbígánegán

の
邪
悪
な
意
図
に
抵
抗
す
る
民
、
の
イ

メ
ー
ジ
を
自
ら
の
側
に
引
き
寄
せ
る
よ

う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
告
側
の
求

め
る
「
証
拠
」
に
欠
け
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
原
告
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
論
文
の
内
容
に
ち
ょ
く
ち
ょ
く
言
及

し
て
、
虚
言
で
は
な
い
と
聴
衆
に
印
象

づ
け
、
さ
ら
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ

レ
ス
テ
ィ
ナ
な
ど
の
惨
状
に
も
ふ
れ
、

ア
メ
リ
カ
や
シ
オ
ニ
ス
ト
の
意
図
と
い

う
「
巨
悪
」
に
現
実
味
を
持
た
す
レ
ト

リ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
い
る
。

●
結
び
に
か
え
て

　
こ
の
よ
う
に
陰
謀
説
め
い
た
記
事
が

無
罪
と
さ
れ
る
こ
と
を
嘆
く
か
、
そ
れ

と
も
対
立
す
る
主
張
が
公
開
の
場
で
展

開
さ
れ
一
般
市
民
に
裁
か
れ
て
い
る
現

実
を
是
と
す
る
か
は
、
評
価
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。《
外
国
》
を
痛

罵
し
諸
悪
の
根
源
と
す
る
考
え
、
そ
し

て
市
民
的
な
運
動
が
国
境
を
越
え
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
ん
ど
ん
展
開
し
て

し
ま
う
側
面
。
イ
ラ
ン
は
こ
の
二
つ
の

相
貌
の
共
存
と
相
克
に
存
す
る
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
一
例
で
あ
る
。

（
や
ま
ぎ
し
　
と
も
こ
／
明
治
大
学
教

授
）


